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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに基づいて画像を印刷する印刷処理が行われる前に、前記画像データに基づ
いて前記画像を表示装置にプレビュー表示させる画像形成装置において、
　編集を所望する画像に対してタッチ操作によるジェスチャ動作を行うことにより、編集
対象画像を指定し、前記編集対象画像に対する編集を実行するように設定され、
　前記タッチ操作により指定する画像編集の設定は、指定ページへの設定か全ページへの
設定かを選択可能に構成されることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に係り、特に、画像データに基づいて印刷処理される画像を表
示する表示装置を備える画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示部を備える装置において、表示部の画面上に出力される画像を表示して、最
終的にはどのような状態で出力されるかを確認できるようにしたプレビュー機能が搭載さ
れたものが知られている。
【０００３】
　従来技術として、例えば、画像データに基づいて画像を表示装置にプレビュー画像を表
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示する画像形成装置において、プレビュー表示された画像上にポイントを設定して画像デ
ータに対して変倍設定するようにしたものが開示されている（特許文献１を参照）。
【０００４】
　これによれば、印刷時の寸法が利用者の所望値になるように、画像の画像データに対し
て変倍処理を行うことができるので、印刷出力される画像の一部分の寸法を簡易且つ正確
に変倍処理の条件設定をすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１７１８４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１のような方式では、集約印刷を行う場合は、利用者が最終的
にどのような印刷状態になるかを予想しながら、「集約数」、「画像向き」、「画像並び
順」を設定項目毎にボタンで選択して設定しなければならなかった。したがって、プレビ
ュー機能を有していても、設定が完了してからプレビュー表示して印刷状態を確認するた
め、予想どおりの出来上がりでなければ設定をやり直さなければならず、設定の操作性に
改善の余地があった。
【０００７】
　また、従来技術では、プレビュー画面において、ある程度は画像編集が可能であるが、
編集機能によっては、読み込み前に予め設定をしておく必要があり、その機能は全ての原
稿に反映されてしまうものがあった。
【０００８】
　ここで、従来の画像形成装置における出力画像の編集や設定について例を挙げて説明す
る。
　まず、従来の画像形成装置における操作パネル部上でのタッチ操作により出力画像の編
集を行う場合について説明する。
　図１２（ａ）は従来の画像形成装置の操作パネル部を用いてタッチ操作によりページを
追加する例を示す説明図、（ｂ）はタッチ操作によりページを確認する例を示す説明図、
（ｃ）はタッチ操作によりページの入れ替えを行う例を示す説明図、（ｄ）はタッチ操作
によりページを回転させる例を示す説明図、（ｅ）はタッチ操作によりページの削除する
例を示す説明図である。
【０００９】
　従来の画像形成装置において、操作パネル部の表示部を用いてページ編集を行う場合は
、図１２（ａ）～（ｅ）に示すように、使用者が操作パネル部の表示部１１０に表示され
た画像をタッチ操作することで、ページの追加（ａ）、ページの内容確認（ｂ）、ページ
の並び順の入れ替え（ｃ）、ページの向きの変更（回転）（ｄ）、ページの削除（ｅ）等
を行うようにされている。
【００１０】
　次に、従来の画像形成装置において、本等の冊子状の見開き原稿の左右ページをコピー
する、いわゆる１セット２コピーを行う場合について説明する。
　図１３は従来の画像形成装置における１セット２コピー設定の一例を示す説明図、図１
４は前記設定を行うための設定操作の一例を示す説明図である。
【００１１】
　従来の画像形成装置において、図１３に示すように、本等の冊子状の見開き原稿２０１
ａの左右ページをコピーする場合は、図１４に示すように、操作パネル部２１０上で設定
操作を行う。まず、操作パネル部２１０の表示画面２１１に実行する処理を特定する特別
機能キーを表示させ、その中から１セット２コピーの設定を行う特別機能キー２１２をタ
ッチ操作することで選択する。選択されたキーは反転表示される。
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　そして、ＯＫキー２１３を選択して、１セット２コピーの設定が終了する。
【００１２】
　見開き原稿２０１ａは、２枚の画像２０１ｂ，２０１ｃに分割されてコピーされる。
【００１３】
　次に、従来の画像形成装置において、複数の原稿を１枚にまとめてコピーするページ集
約を行う場合について説明する。
　図１５は従来の画像形成装置において２ページを１ページに集約する一例を示す説明図
、図１６は前記画像形成装置において４ページを１ページに集約する一例を示す説明図で
ある。
【００１４】
　従来の画像形成装置において、ページ集約を設定することで、複数ページの原稿を１枚
の用紙に均等に割り付けてコピーすることができる。
　例えば、図１５に示すように、２ページの原稿３０１ａ，３０１ｂを１枚の画像３０１
ｃに集約する２ページ集約を設定することで１枚の用紙に原稿２枚分を割り付けたり、図
１６に示すように、４ページの原稿４０１ａ，４０１ｂ，４０１ｃ，４０１ｄを１枚の画
像４０１ｅに集約する４ページ集約を設定することで１枚の用紙に原稿４枚分を割り付け
たりすることができる。
【００１５】
　従来の画像形成装置において、原稿をページ集約して印刷する場合は、原稿を原稿読取
装置にセットして、例えば、図１４に示すように、操作パネル部２１０の表示画面２１１
に実行する処理を特定する特別機能キーを表示させ、その中からページ集約の設定を行う
特別機能キー２１４をタッチ操作することで選択する。
　そして、ＯＫキー２１３を選択して、ページ集約の設定が終了する。
【００１６】
　なお、従来技術として、ページ集約にてコピーを行う場合は、原稿読み込み前に予め機
能設定をして、その設定はすべての原稿に対して反映されるように構成されたものが知ら
れている。
【００１７】
　次に、従来の画像形成装置において、画像を削除する場合について説明する。
　図１７は従来の画像形成装置における画像を削除する操作の一例を示す説明図である。
【００１８】
　従来の画像形成装置において、画像を削除する場合は、例えば、図１７に示すように、
プレビュー画面にて削除したい画像（ページ）５０１を選択してから、削除ボタン２１５
を押すことによって、選択された画像５０１が削除される。
【００１９】
　以上のように、従来の画像形成装置においては、出力する画像の編集設定を行う場合に
、設定画面を表示して、複数ある特別機能の中から所望する編集機能を探して選択したり
、表示画面上の編集画像を選択したりする等、操作が煩雑となるという問題があった。
【００２０】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、プレビュー画面において
ジェスチャ動作によるタッチ操作により編集設定を直感的に操作でき、操作性に優れた画
像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上述した課題を解決するための本発明に係る画像形成装置は、次の通りである。
　本発明は、画像データに基づいて画像を印刷する印刷処理が行われる前に、前記画像デ
ータに基づいて前記画像を表示装置にプレビュー表示させる画像形成装置において、編集
を所望する画像に対してタッチ操作によるジェスチャ動作を行うことにより、編集対象画
像を指定し、前記編集対象画像に対する編集を実行するように設定し、前記タッチ操作に
より指定する画像編集の設定を、指定ページへの設定か全ページへの設定かを選択可能に



(4) JP 6145292 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

構成することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の画像形成装置によれば、画像データに基づいて画像を印刷する印刷処理が行わ
れる前に、前記画像データに基づいて前記画像を表示装置にプレビュー表示させる画像形
成装置において、編集を所望する画像に対してタッチ操作によるジェスチャ動作を行うこ
とにより、編集対象画像を指定し、前記編集対象画像に対して編集するように設定し、前
記タッチ操作により指定する画像編集の設定を、指定ページへの設定か全ページへの設定
かを選択可能に構成することで、編集設定を直感的に操作でき、指定ページもしくは全ペ
ージへの設定を簡単にできるので、操作性に優れた画像形成装置を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施形態に係る画像形成装置の操作部の構成を示す説明図である。
【図２】前記画像形成装置の構成をブロック図で示す説明図である。
【図３】（ａ）は前記画像形成装置の表示部において２枚の画像に対してマルチタッチに
よるピンチイン操作の一例を示す説明図、（ｂ）は前記表示部においてピンチイン操作に
より２画像が集約されて縮小、回転した状態の一例を示す説明図、（ｃ）は前記表示部に
おいてピンチイン操作により２画像が集約された状態の一例を示す説明図、（ｄ）前記表
示部において用紙サイズを選択可能とする操作画面が表示される一例を示す説明図である
。
【図４】（ａ）前記画像形成装置の表示部において４枚の画像に対してマルチタッチによ
るピンチイン操作の一例を示す説明図、（ｂ）は前記表示部においてピンチイン操作によ
り４画像が集約されて縮小、回転した状態の一例を示す説明図、（ｃ）は前記表示部にお
いてピンチイン操作により４画像が集約された状態の一例を示す説明図、（ｄ）前記表示
部において用紙サイズを選択可能とする操作画面が表示される一例を示す説明図である。
【図５】（ａ）は前記画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約された画像
に対してマルチタッチによるピンチアウト操作の一例を示す説明図、（ｂ）は前記表示部
においてピンチアウト操作により２画像が分割されて拡大、回転した状態の一例を示す説
明図、（ｃ）は前記表示部においてピンチアウト操作により２画像が分割された状態の一
例を示す説明図、（ｄ）前記表示部において用紙サイズを選択可能とする操作画面が表示
される一例を示す説明図である。
【図６】前記画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約された画像に対して
上下方向にピンチアウト操作を行う一例を示す説明図である。
【図７】前記画像形成装置の表示部において４枚の原稿が１枚に集約された画像に対して
ピンチアウト操作を行う一例を示す説明図である。
【図８】（ａ）は前記画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約された画像
を２枚の画像に分割する操作の一工程を示す説明図、（ｂ）は前記集約された画像に対し
てシングルタッチによるピンチアウト操作の第１の工程を示す説明図、（ｃ）は前記集約
された画像に対してシングルタッチによるピンチアウト操作の第２の工程を示す説明図、
（ｂ）は前記表示部においてピンチアウト操作により２画像が分割されて拡大、回転した
状態の一例を示す説明図である。
【図９】（ａ）は前記画像形成装置の表示部において画像を削除するタッチ操作の一例を
示す説明図、（ｂ）は前記表示部において画像が削除される状態の一例を示す説明図、（
ｃ）は前記表示部において画像が削除された後のプレビュー表示を示す説明図である。
【図１０】（ａ）は前記画像形成装置の表示部において画像編集を実行する画像を選択す
る表示画面の一例を示す説明図、（ｂ）前記表示部において２枚の画像に対してマルチタ
ッチによるピンチイン操作の一例を示す説明図、（ｃ）は前記表示部において画像編集が
反映されたプレビュー表示の一例を示す説明図である。
【図１１】（ａ）は前記画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約された画
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像に対してマルチタッチによるピンチアウト操作の一例を示す説明図、（ｂ）は前記表示
部において画像編集が反映されたプレビュー表示の一例を示す説明図である。
【図１２】（ａ）は従来の画像形成装置の操作パネル部を用いてタッチ操作によりページ
を追加する例を示す説明図、（ｂ）はタッチ操作によりページを確認する例を示す説明図
、（ｃ）はタッチ操作によりページの入れ替えを行う例を示す説明図、（ｄ）はタッチ操
作によりページを回転させる例を示す説明図、（ｅ）はタッチ操作によりページの削除す
る例を示す説明図である。
【図１３】従来の画像形成装置における１セット２コピー設定の一例を示す説明図である
。
【図１４】従来の画像形成装置における１セット２コピー設定を行うための設定操作の一
例を示す説明図である。
【図１５】従来の画像形成装置において２ページを１ページに集約する一例を示す説明図
である。
【図１６】従来の画像形成装置において４ページを１ページに集約する一例を示す説明図
である。
【図１７】従来の画像形成装置における画像を削除する操作の一例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の画像形成装置を実施するための形態について図面を参照して説明する。
　図１は発明を実施する形態の一例であって、本発明の実施形態に係る画像形成装置の操
作部の構成を示す説明図、図２は前記画像形成装置の構成をブロック図で示す説明図であ
る。
【００３２】
　本実施形態に係る画像形成装置１は、図１、図２に示すように、画像データに基づいて
画像を印刷する印刷処理が行われる前に、画像データに基づいて画像を操作部（表示装置
）１０の表示部１１にプレビュー表示させる画像形成装置１において、本発明の特徴的な
機能を備えることで、表示部１１の表示画面１１１の所望した画像の編集操作を容易にす
るものである。
【００３３】
　まず、本実施形態に係る画像形成装置１の概略構成について説明する。
　画像形成装置１は、図１、図２に示すように、主に、表示部１１と入力部１２を具備す
る操作部１０と、原稿読取部２０と、画像処理部３０と、画像記憶部４０と、画像形成部
５０と、それぞれの構成部を制御する制御部６０とを備えて構成されている。
　その他の構成として、光学センサ部７０、原稿操作部駆動モータ８０、原稿搬送ローラ
駆動モータ９０、等を備えている。
　符号８１は原稿操作部駆動モータ８０を駆動するためのドライバ、符号９１は原稿搬送
ローラ駆動モータを駆動するためのドライバを示す。
【００３４】
　画像読取部２０は、ＣＣＤ２１を備えている。
　制御部６０の構成として、ＣＰＵ６１、ＲＯＭ６２、ＲＡＭ６３、Ｉ／Ｏ（インターフ
ェース）６４、等を備えている。
【００３５】
　表示部１１は、画像（情報）を表示するためのもので、例えば、バックライト付きの液
晶表示装置（図示省略）等を備えて構成され、入力部１２の下側に重ねて構成される。
【００３６】
　入力部１２は、ユーザからの入力を検出するもので、例えば、透明な電極を設けた透明
なシートを対向させて設け、その接触により電圧を測定し、入力位置を検出するアナログ
抵抗膜方式のタッチパネルを備えて構成され、表示部１１の上に重ねて設けられる。
【００３７】
　ここで、本実施形態の画像形成装置１の特徴的な構成について説明する。
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　本実施形態では、画像形成装置１は、集約印刷、分割印刷を可能に構成されている。
　本実施形態において、集約印刷は、１ページに複数ページの画像を集約して印刷するＮ
－ｕｐ印刷もしくはリピート印刷（増刷）を含むものである。
【００３８】
　画像形成装置１の特徴的な構成として、図２に示すように、制御部６０の機能として、
ページ集約指定機能６０１と、画像分割指定機能６０２と、画像削除指定機能６０３と、
編集画像選択機能６０４とを備えている。
【００３９】
　ページ集約指定機能６０１は、表示部１１に表示された複数ページの画像に対して、利
用者のピンチイン操作による入力操作によりページ集約を行う画像を指定する機能である
。
【００４０】
　画像分割指定機能６０２は、表示部１１に表示された複数ページの画像が１ページの画
像に集約された画像（見開き原稿を読み取った画像を含む）に対して、利用者のピンチア
ウト操作による入力操作により画像分割を行う画像を指定する機能である。
【００４１】
　画像削除指定機能６０３は、表示部１１に表示された画像に対して、利用者のピンチイ
ン操作による入力操作により削除する画像を指定する機能である。
【００４２】
　編集画像選択機能６０４は、利用者のタッチ操作により指定された画像編集の設定を、
指定ページへの設定か全ページへの設定かを選択する機能である。
【００４３】
（実施例１）
　まず、実施例１として、本実施形態の画像形成装置１において２の原稿を１枚にまとめ
るページ集約を行う場合について説明する。
　図３の（ａ）は本実施形態の画像形成装置の表示部において２枚の画像に対してマルチ
タッチによるピンチイン操作の一例を示す説明図、（ｂ）は前記表示部においてピンチイ
ン操作により２画像が集約されて縮小、回転した状態の一例を示す説明図、（ｃ）は前記
表示部においてピンチイン操作により２画像が集約された状態の一例を示す説明図、（ｄ
）前記表示部において用紙サイズを選択可能とする操作画面が表示される一例を示す説明
図である。
【００４４】
　画像形成装置１において、例えば、表示部１１の表示画面１１１にプレビュー表示され
複数の画像のうち並んだ２枚の画像を１枚にまとめるページ集約を行う場合は、図３（ａ
）に示すように、並んだ２枚の画像１０１ａ，１０１ｂの上を、例えば人差し指と親指と
によるマルチタッチによりそれぞれタッチしてピンチイン操作を行う。
　これにより、２枚の画像は１枚に結合して２ｉｎ１画像となる。
【００４５】
　例えば、２ｉｎ１画像を元画像の用紙サイズに合せて印刷する場合は、図３（ｂ）に示
すように、２ｉｎ１画像１０１ｃが元画像の用紙サイズに合せて縮小されるとともに回転
されて、元画像と同じサイズで表示される。
【００４６】
　一方、２ｉｎ１画像を画像形成装置１のトレイに存在する用紙サイズに合せて印刷する
場合は、図３（ｃ）に示すように、２ｉｎ１画像１０１ｄが用紙サイズに合せて変倍（縮
小、拡大または等倍）されて表示される。
【００４７】
　ページ集約による編集後の画像サイズ（用紙サイズ）を設定する場合は、例えば、図３
（ｄ）に示すように、プレビュー表示された画像上に重ねて画像サイズ選択画面１１２を
表示して、表示画面１１１上で画像サイズを選択、設定を行うようにされている。
【００４８】
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　このように、実施例１によれば、画像形成装置１に備わるページ集約指定機能６０１に
より、表示画面１１１上でのマルチタッチによるタッチ操作により簡単に２枚の画像をペ
ージ集約編集することができる。
【００４９】
（実施例２）
　次に、実施例２として、本実施形態の画像形成装置１において４枚の原稿を１枚にまと
めるページ集約を行う場合について説明する。
　図４の（ａ）は本実施形態の画像形成装置の表示部において４枚の画像に対してマルチ
タッチによるピンチイン操作の一例を示す説明図、（ｂ）は前記表示部においてピンチイ
ン操作により４画像が集約されて縮小、回転した状態の一例を示す説明図、（ｃ）は前記
表示部においてピンチイン操作により４画像が集約された状態の一例を示す説明図、（ｄ
）前記表示部において用紙サイズを選択可能とする操作画面が表示される一例を示す説明
図である。
【００５０】
　画像形成装置１において、例えば、表示部１１の表示画面１１１にプレビュー表示され
複数の画像のうち並んだ４枚の画像を１枚にまとめるページ集約を行う場合は、図４（ａ
）に示すように、並んだ４枚の画像１０２ａ，１０２ｂ，１０３ｃ，１０２ｄのうちの両
端の画像１０１ａ，１０１ｄの上を、例えば左手の人差し指と右手の人差し指とによるマ
ルチタッチによりそれぞれタッチしてピンチイン操作を行う。これにより、４枚の画像１
０２ａ，１０２ｂ，１０３ｃ，１０２ｄは１枚に結合して４ｉｎ１画像となる。
【００５１】
　例えば、４ｉｎ１画像を元画像の用紙サイズに合せて印刷する場合は、図４（ｂ）に示
すように、４ｉｎ１画像１０２ｅが元画像の用紙サイズに合せて縮小されるとともに回転
されて、元画像と同じサイズで表示される。
【００５２】
　一方、４ｉｎ１画像を画像形成装置１のトレイに存在する用紙サイズに合せて印刷する
場合は、図４（ｃ）に示すように、４ｉｎ１画像１０２ｆが用紙サイズに合せて変倍（縮
小、拡大または等倍）されて表示される。
【００５３】
　ページ集約による編集後の画像サイズ（用紙サイズ）を設定する場合は、例えば、図４
（ｄ）に示すように、プレビュー表示された画像上に重ねて画像サイズ選択画面１１２を
表示して、表示画面上で画像サイズを選択、設定を行うようにされている。
【００５４】
　このように、実施例２によれば、画像形成装置１に備わるページ集約指定機能６０１に
より、表示画面１１１上でのマルチタッチによるタッチ操作により簡単に４枚の画像をペ
ージ集約編集することができる。
【００５５】
（実施例３）
　次に、実施例３として、本実施形態の画像形成装置１において２枚の原稿が１枚に集約
された画像を２枚の画像に分割する場合について説明する。
　図５の（ａ）は本実施形態の画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約さ
れた画像に対してマルチタッチによるピンチアウト操作の一例を示す説明図、（ｂ）は前
記表示部においてピンチアウト操作により２画像が分割されて拡大、回転した状態の一例
を示す説明図、（ｃ）は前記表示部においてピンチアウト操作により２画像が分割された
状態の一例を示す説明図、（ｄ）前記表示部において用紙サイズを選択可能とする操作画
面が表示される一例を示す説明図である。
【００５６】
　画像形成装置１において、例えば、表示部１１の表示画面１１１にプレビュー表示され
２枚の原稿が左右に並んで１枚に集約された画像（見開き原稿）を２枚の画像に分割する
場合は、図５（ａ）に示すように、２枚の原稿が１枚に集約された画像１０３ｃに対して



(8) JP 6145292 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

、例えば左手の人差し指で左側の画像１０３ａの略左側中央部をタッチした状態で、右手
の人差し指で右側の画像１０３ｂの略右側中央部をタッチしたまま右方向へ移動するマル
チタッチによりピンチアウト操作を行う。これにより、１枚の画像は２枚の画像に分解さ
れる。
【００５７】
　例えば、２枚の原稿が左右に並んで１枚に集約された画像を２枚の画像に分割して元画
像の用紙サイズに合せて印刷する場合は、図５（ｂ）に示すように、画像１０３ａ，１０
３ｂが元画像の用紙サイズに合せて拡大されるとともに回転されて、元画像と同じサイズ
で表示される。
【００５８】
　一方、２枚の原稿が左右に並んで１枚に集約された画像を２枚の画像に分割して画像形
成装置１のトレイに存在する用紙サイズに合せて印刷する場合は、図５（ｃ）に示すよう
に、画像１０３ａ，１０３ｂが用紙サイズに合せて変倍（縮小、拡大または等倍）されて
表示される。
【００５９】
　ページ分割による編集後の画像サイズ（用紙サイズ）を設定する場合は、例えば、図５
（ｄ）に示すように、プレビュー表示された画像上に重ねて画像サイズ選択画面１１２を
表示して、表示画面上で画像サイズを選択、設定を行うようにされている。
【００６０】
　このように、実施例３によれば、画像形成装置１に備わる画像分割指定機能６０２によ
り、表示画面１１１上でのマルチタッチによるタッチ操作により簡単に２枚の原稿が集約
された１枚の画像を２枚の画像に分割編集することができる。
【００６１】
（実施例４）
　次に、実施例４として、本実施形態の画像形成装置１において、表示部１１の表示画面
１１１にプレビュー表示され２枚の原稿が上下に並んで１枚に集約された画像を２枚の画
像に分割する場合について説明する。
　図６は本実施形態の画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約された画像
に対して上下方向にピンチアウト操作を行う一例を示す説明図である。
【００６２】
　画像形成装置１において、例えば、表示部１１の表示画面１１１にプレビュー表示され
２枚の原稿が上下に並んで１枚に集約された画像を２枚の画像に分割する場合は、図６に
示すように、２枚の画像１０４ａ，１０４ｂが１枚に集約された画像１０４ｃに対して、
例えば左手の人差し指で上側の画像１０４ａの略上側中央部をタッチした状態で、右手の
人差し指で下側の画像１０４ｂの略下側中央部をタッチしながら下方向に移動するマルチ
タッチによりピンチアウト操作を行う。これにより、１枚の画像１０４ｃは２枚の画像１
０４ａ，１０４ｂに分解される。
【００６３】
　このように、実施例４によれば、画像形成装置１に備わる画像分割指定機能６０２によ
り、表示画面１１１上でのマルチタッチによるタッチ操作により簡単に２枚の原稿が集約
された１枚の画像を２枚の画像に分割編集することができる。
【００６４】
（実施例５）
　次に、実施例５として、本実施形態の画像形成装置１において、表示部１１の表示画面
１１１にプレビュー表示され４枚の原稿が上下左右に並んで１枚に集約された画像を４枚
の画像に分割する場合について説明する。
　図７は本実施形態の画像形成装置の表示部において４枚の原稿が１枚に集約された画像
に対してピンチアウト操作を行う一例を示す説明図である。
【００６５】
　画像形成装置１において、例えば、表示部１１の表示画面１１１にプレビュー表示され
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４枚の原稿が上下左右に並んで１枚に集約された画像を４枚の画像に分割する場合は、図
７に示すように、４枚の画像１０５ａ，１０５ｂ，１０５ｃ，１０５ｄが１枚に集約され
た画像１０５ｅに対して、例えば左手の人差し指で左上の画像１０５ａの左上端部側をタ
ッチした状態で、右手の人差し指で右下の画像１０５ｄの右下端部をタッチして斜め右下
方向に向かい移動するマルチタッチによりピンチアウト操作を行う。これにより、１枚の
画像１０５ｅは４枚の画像１０５ａ，１０５ｂ，１０５ｃ，１０５ｄに分解される。
【００６６】
　このように、実施例５によれば、画像形成装置１に備わる画像分割指定機能６０２によ
り、表示画面１１１上でのマルチタッチによるタッチ操作により簡単に４枚の原稿が集約
された１枚の画像を４枚の画像に分割編集することができる。
【００６７】
（実施例６）
　次に、実施例６として、本実施形態の画像形成装置１において２枚の原稿が１枚に集約
された画像をシングルタッチによるタッチ操作により２枚の画像に分割する場合について
説明する。
　図８の（ａ）は本実施形態の画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約さ
れた画像を２枚の画像に分割する操作の一工程を示す説明図、（ｂ）は前記集約された画
像に対してシングルタッチによるピンチアウト操作の第１の工程を示す説明図、（ｃ）は
前記集約された画像に対してシングルタッチによるピンチアウト操作の第２の工程を示す
説明図、（ｂ）は前記表示部においてピンチアウト操作により２画像が分割されて拡大、
回転した状態の一例を示す説明図である。
【００６８】
　画像形成装置１において、例えば、図８（ａ）に示すように、表示部１１の表示画面１
１１にプレビュー表示され２枚の画像１０６ａ，１０６ｂが左右に並んで１枚に集約され
た画像１０６ｃを２枚の画像に分割する場合は、まず、編集ボタン１１３をタッチして編
集操作を開始する。
【００６９】
　そして、図８（ｂ）に示すように、画像１０３ｃに対して、左側の画像１０６ａの略左
側中央部をタッチする。すると、押下位置に設定されたことを示す印１０６ａ１がマーキ
ングされる。次に、図８（ｃ）に示すように、右側の画像１０６ｂの略右側中央部をタッ
チして、タッチしたまま右方向へ移動する。これにより、図８（ｄ）に示すように、１枚
の画像１０６ｃは２枚の画像１０６ａ，１０６ｂに分解される。
【００７０】
　例えば、２枚の原稿が左右に並んで１枚に集約された画像を２枚の画像に分割して元画
像の用紙サイズに合せて印刷する場合は、図８（ｄ）に示すように、画像１０６ａ，１０
６ｂが元画像の用紙サイズに合せて拡大されるとともに回転されて、元画像と同じサイズ
で表示される。
【００７１】
　このように、実施例６によれば、画像形成装置１に備わる画像分割指定機能６０２によ
り、表示画面１１１上でのシングルタッチによるタッチ操作により簡単に２枚の原稿が集
約された１枚の画像を分割編集することができる。
【００７２】
　なお、実施例６では、画像形成装置１における編集操作として集約された画像を分割す
る操作について説明したが、同様な手順にて、ページ集約を行う操作も可能である。
【００７３】
　また、変形例として、編集を行う場合に、編集ボタン１１３を設けることなく、タッチ
操作のみで操作するように構成することも可能である。
【００７４】
（実施例７）
　次に、実施例７として、本実施形態の画像形成装置１においてタッチ操作により画像を
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削除する場合について説明する。
　図９の（ａ）は本実施形態の画像形成装置の表示部において画像を削除するタッチ操作
の一例を示す説明図、（ｂ）は前記表示部において画像が削除される状態の一例を示す説
明図、（ｃ）は前記表示部において画像が削除された後のプレビュー表示を示す説明図で
ある。
【００７５】
　画像形成装置１において、表示部１１の表示画面１１１にプレビュー表示された画像を
削除する場合は、図９（ａ）に示すように、削除したい画像１０７ａに対して２指を使用
してピンチイン操作を行う。
【００７６】
　ここで、削除したい画像１０７ａは、Ａ４原稿１ページで５ページ目の画像とする。
　画像１０７ａは、マルチタッチによるピンチイン操作が行われると、図９（ｂ）に示す
ように、表示画面１１１に表示されたゴミ箱１１４に丸められて投入されるアニメーショ
ンが表示された後、表示画面１１１から消去される。
【００７７】
　そして、図９（ｃ）に示すように、表示画面１１１には６ページ目の画像１０７ｂが５
ページ目に繰り上げ表示される。
【００７８】
　このように、実施例７によれば、画像形成装置１に備わる画像削除指定機能６０３によ
り、表示画面１１１上でのタッチ操作により利用者の所望する画像（原稿）を簡単に削除
することができる。
【００７９】
（実施例８）
　次に、実施例８として、本実施形態の画像形成装置１において指定された画像編集を全
ての画像に対して実行する場合について説明する。
　図１０の（ａ）は本実施形態の画像形成装置の表示部において画像編集を実行する画像
を選択する表示画面の一例を示す説明図、（ｂ）前記表示部において２枚の画像に対して
マルチタッチによるピンチイン操作の一例を示す説明図、（ｃ）は前記表示部において画
像編集が反映されたプレビュー表示の一例を示す説明図である。
【００８０】
　画像形成装置１において、表示画面１１１上で指定された画像編集の内容を全ての画像
に対して実行する場合は、図１０（ａ）に示すように、表示画面１１１に表示された全選
択ボタン１１５をタッチして、画像編集が全ての画像に対して一括編集されるように設定
する。
【００８１】
　そして、画像編集として２枚の画像（原稿）を１枚にまとめるページ集約を指定する場
合は、図１０（ｂ）に示すように、表示画面１１１に並んだ２枚の画像１０８ａ，１０８
ｂの上を、例えば人差し指と親指とによるマルチタッチによりそれぞれタッチしてピンチ
イン操作を行う。
【００８２】
　これにより、図１０（ｃ）に示すように、全ての画像が隣り合う２枚の画像が１枚に結
合された２ｉｎ１画像１０８ｃとなってプレビュー表示される。
【００８３】
　このように、実施例８によれば、表示画面１１１上の画像編集を設定する画像を選択す
る全選択ボタン１１５をタッチすることで、画像形成装置１に具備される編集画像選択機
能６０４により、利用者が指定した画像編集をタッチ操作した画像だけではなく全ての画
像に対して設定することができる。
【００８４】
　なお、実施例８では、画像編集として２枚の画像を１枚に集約するページ集約を指定し
ているが、２枚の原稿が１枚に集約された画像（見開き原稿）を２枚の画像に分割して印
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刷（コピー）する１セット２コピーの場合も同様に行うことが可能である。
【００８５】
（実施例９）
　次に、実施例９として、本実施形態の画像形成装置１において１セット２コピーの画像
編集を全ての画像に対して実行する場合について説明する。
　図１１の（ａ）は本実施形態の画像形成装置の表示部において２枚の原稿が１枚に集約
された画像に対してマルチタッチによるピンチアウト操作の一例を示す説明図、（ｂ）は
前記表示部において画像編集が反映されたプレビュー表示の一例を示す説明図である。
【００８６】
　画像形成装置１において、１セット２コピーの設定を全ての画像に対して実行する場合
は、実施例８と同様に表示画面１１１に表示された全選択ボタン１１５をタッチして、画
像編集が全ての画像に対して一括編集されるように設定する。
【００８７】
　そして、画像編集として１セット２コピーを指定する場合は、図１１（ａ）に示すよう
に、表示画面１１１プレビュー表示された２枚の画像１０９ａ，１０９ｂが１枚に集約さ
れた画像１０９ｃに対して、例えば左手の人差し指で左側の画像１０９ａの略左側中央部
をタッチした状態で、右手の人差し指で右側の画像１０９ｂの略右側中央部をタッチした
まま右方向へ移動するマルチタッチによりピンチアウト操作を行う。
【００８８】
　これにより、図１１（ｃ）に示すように、全ての１枚に集約された画像が２枚の画像に
分割された状態でプレビュー表示される。
【００８９】
　このように、実施例９によれば、表示画面１１１上の画像編集を設定する画像を選択す
る全選択ボタン１１５をタッチすることで、画像形成装置１に具備される編集画像選択機
能６０４により、利用者が指定した画像編集をタッチ操作した画像だけではなく全ての画
像に対して設定することができる。
【００９０】
　以上のように構成したので、本実施形態によれば、画像データに基づいて画像を印刷す
る印刷処理が行われる前に、画像データに基づいて画像を操作部１０の表示部１１にプレ
ビュー表示させる画像形成装置１において、制御部６０の機能として、表示部１１に表示
された複数ページの画像に対して、利用者のピンチイン操作による入力操作によりページ
集約を行う画像を指定するページ集約指定機能６０１と、表示部１１に表示された複数ペ
ージの画像が１ページの画像に集約された画像に対して、利用者のピンチアウト操作によ
る入力操作により画像分割を行う画像を指定する画像分割指定機能６０２と、表示部１１
に表示された画像に対して、利用者のピンチイン操作による入力操作により削除する画像
を指定する画像削除指定機能６０３と、利用者のタッチ操作により指定された画像編集の
設定を、指定ページへの設定か全ページへの設定かを選択する編集画像選択機能６０４と
を備えることで、編集設定を直感的に操作することが可能となり、操作性の向上を図るこ
とができる。
【００９１】
　なお、本発明は、上述した実施形態や実施例に限定されるものではなく、請求項に示し
た範囲で種々の変更が可能である。すなわち、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において
適宜変更した技術的手段を組み合わせて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲
に含まれる。
【符号の説明】
【００９２】
　　１　画像形成装置
　１０　操作部（表示装置）
　１１　表示部
　１２　入力部
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　６０　制御部
１１１　表示画面
１１２　画像サイズ選択画面
１１３　編集ボタン
１１５　全選択ボタン
６０１　ページ集約指定機能
６０２　画像分割指定機能
６０３　画像削除指定機能
６０４　編集画像選択機能

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】
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